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					このページはまだ校正されていません
おしはかりに作りかまへたる物なれば、うち聞クには、ことわり深（フカ）げにきこゆめれども、
彼（カレ）が
垣內（カキツ）を
離（ハナ）れて、外よりよく見れば、
何（ナニ）ばかりのこともなく、中〻に
淺（アサ）はかなることゞもなりかし。されど
昔（ムカシ）も今も世ノ人の、此ノ
垣內（カキツ）に
迷入（マヨヒイリ）て、
得（エ）
出離（イデハナ）れぬこそくちをしけれ。大御國の
說（コト）は、神代より傳へ
來（コ）しまゝにして、いさゝかも人のさかしらを
加（クハ）へざる故に、うはベはたゞ
淺〻（アサ〳〵）と聞ゆれども、
實（マコト）にはそこひもなく、人の
智（サトリ）の
得（エ）
測度（ハカラ）ぬ、深き
妙（タヘ）なる理のこもれるを、其ノ意をえしらぬは、かの
漢國書（カラクノブミ）の
垣內（カキツ）にまよひ
居（ヲ）る故なり。
此（コ）をいではなれざらむほどは、たとひ
百年（モヽトセ）
千年（チトセ）の
力（チカラ）をつくして
物學（モノマナ）ぶとも、道のためには、何の
益（シルシ）なきいたづらわざならむかし。但し古キ書は、みな
漢文（カラブミ）にうつして書キたれば、彼ノ國のことも、一トわたりは知リてあるべく、
文字（モジ）のことなどしらむためには、
漢籍（カラブミ）をも、いとまあらば學びつべし。
皇國魂（ミクニダマシヒ）の定まりて、たゞよはぬうへにては、
害（サマタゲ）はなきものぞ。


故（カレ）おのが
身〻（ミヽ）に
受行（ウケオコナ）ふべき神ノ道〻の敎ヘなどいひて、くさ〴〵ものすなるも、みなかの道のをしへごとをうらやみて、近き世にかまへ出デたるわたくしごとなり。


こと〴〵しく
祕說（ヒメゴト）など云て、人えりして
密（ヒソカ）に傳ふる
類（タグヒ）など、皆後ノ世に
僞造（イツハリツク）れることぞ。凡てよきことは、いかにも〳〵世に廣まるこそよけれ。ひめかくして、あまねく人に知ラせず、
己（オノ）が
私物（ワタクシモノ）にせむとするは、いとこゝろぎたなきわざなりかし。

あなかしこ、
天皇（オホキミ）の天ノ下しろしめす道を、
下（シモ）が
下（シモ）として、
己（オノ）がわたくしの物とせむことよ。


下なる
者（モノ）は、かにもかくにもたゞ上の御おもむけに
從（シタガ）ひ
居（ヲ）るこそ、道にはかなへれ。たとへ神の道の
行（オコナ）ひの、
別（コト）にあらむにても、
其（ソ）を敎へ學びて、
別（コト）に行ひたらむは、上にしたがはぬ私シ事ならずや。

人はみな、
產巢（ムス）
日（ビノ）神の
御靈（ミタマ）によりて、
生（ウマ）れつるまに〳〵、身にあるべきかぎりの
行（ワザ）は、おのづから知リてよく
爲（す）る物にしあれば、



世中（ヨノナカ）に
生（イキ）としいける物、鳥蟲に至るまでも、
己（オノ）が身のほど〳〵に、必ズあるべきかぎりのわざは、
產巢（ムス）
日（ビノ）神のみたまに
賴（ヨリ）て、おのづからよく知リてなすものなる中にも、人は殊にすぐれたる物とうまれつれば、又しか
勝（スグ）れたるほどにかなひて、知ルべきかぎりはしり、すべきかぎりはする物なるに、いかでか其ノ上ヘをなほ
强（シヒ）ることのあらむ。敎ヘによらずては、えしらずえせぬものといはゞ、人は鳥蟲におとれりとやせむ。いはゆる仁義禮讓孝悌忠信のたぐひ、皆人の必ズあるべきわざなれば、あるべき限リは、敎ヘをからざれども、おのづからよく知リてなすことなるに、かの聖人の道は、もと治まりがたき國を、しひてをさめむとして作れる物にて、人の必ズ有ルべきかぎりを
過（スギ）て、なほきびしく敎へたてむとせる
强事（シヒゴト）なれば、まことの道にかなはず。
故（カレ）
口（クチ）には人みなこと〴〵しく
言（イヒ）ながら、まことに
然（シカ）
行（オコナ）ふ人は、世〻にいと有リ
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